
 
       

応援します！あなたの子育て・家庭教育 
 

 

 
 

 
 

職場内研修や保護者会など、様々な「場」で活用できます！ 

昼休みや就業後、土日の開催も可能です！ 
 

新潟市教育委員会では、家庭教育（保護者が子どもに対して行う教育）の支援施策の一つとして、

話し合いの進行者（ファシリテーター）が出向き、家庭教育に関する学習会を支援する事業（通称：

ハッピー子育て！おしゃべり会）を実施しています。 

この「おしゃべり会」は、参加者がテーマに沿っておしゃべり（対話）をしたり、家庭教育のポ

イントを学んだりすることを通して、子どもの成長に合ったかかわり方について「考え」・「気付

き」・「知る」ことを目的としています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ハッピー子育て!おしゃべり会」の特徴  
◎参加者同士が話し合い、学び合うワークショップ形式の学習会です。 

◎ファシリテーター（進行役）が、資料などを使いながら和やかな雰囲気の中で会
を進めていきます。 

◎参加者同士の交流・ネットワークづくりにつながります。 

◎少人数でも、多くの方が集まる場所でも実施できます。 

 
 

 

 

 

 

【おしゃべりテーマの例】 
・こころをつなぐ大事なことば 
・子どもとのかかわり方を考えよう 
・話の聴き方で心を繋ごう  など 
 
※テーマの中から一つを選択して実施します。 
※テーマ一覧は、裏面をご覧ください。 

  まずは、お気軽にお問い合わせください！ 
  新潟市教育委員会生涯学習センター（クロスパルにいがた） 担当：小森・渡邉 

ＴＥＬ：０２５－２２４－２０８８ ＦＡＸ：０２５－２２３－４５７２ 

  メール：crosspal@city.niigata.lg.jp  

ファシリテーター（進行役）を 

派遣します！ 

mailto:crosspal@city.niigata.lg.jp


「ハッピー子育て！おしゃべり会」のテーマ一覧 

No.１「睡眠ってこんなに大切」         

No.２「こころをつなぐ大事な言葉」 

No.３「素直に言えるようになりたい大事な言葉」   

No.４「子どものやる気をサポート」 

No.５「子どもとのかかわり方を考えよう」   

No.６「話の聴き方で心を繋ごう」 

No.７「ほめるってどんなこと」       

No.８「子育てで大事にしたいこと」 

No.９「遊びといじめの境界線を越えた時、 

どのようなアプローチが必要か考えよう」 

No.10「インターネットについて考える」 

No.11「子どもは親の鏡」                【ワークシート、資料の例】 

No.12「豊かなつながりの中で親も子も育つ」  

   

【令和４年度は、市内小学校で開催しました！】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ おしゃべり会を実施する会場や時間は決まっているのですか？ 

Ａ１ 原則、依頼していただいた場所で開催可能です（職場の会議室など）。時間につい

ては日中の開催を想定していますが、夜間や休日の開催も可能です。 

Ｑ３ 当日の進行は誰がつとめるのですか？ 

Ａ３ 新潟市生涯学習センターで開催した育成講座を修了したファシリテーターが進

行をつとめます。参加者が安心して意見を言ったり、人の意見を聞いたりするこ

とができるような雰囲気を作り、学びや交流を促進していく役割を担います。 

Ｑ４ ファシリテーターへの謝礼や交通費は必要ですか？ 

Ａ４ 謝礼や交通費は必要ありません。 

「ハッピー子育て！おしゃべり会」Ｑ＆Ａ 

Ｑ２ おしゃべり会の実施には、どれくらいの時間が必要ですか？ 

Ａ２ 1 つのテーマで、５０分間のプログラムになっていますが、３０分程度のショー

トバージョンで実施することも可能です。 

話を聞くだけでなく、話し

合うことができて共感や学び

が多くありました。 

参考にしたい意見があった

ので、やってみようと思いまし

た。 

 
◎子 ど も は 親 の 鏡 

 

家庭教育支援ガイドブック「見てますよ 聞いてますよ」 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Work①「どんな子どもに育ってほしいですか? 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Work②「こんなこと、ついやっていませんか? 」 

a 子どもに「交通ルールを守りなさい」と叱りつつ、横断歩道が無いところで渡る。 

b 「約束を守りなさい」と言いつつ、つい、子どもとの約束を破ってしまう。 

c 「授業に集中して、おしゃべりしない」と子どもに叱りつつ、授業参観のときには後ろでママ友

と私語をしたり、つい LINE を見てしまう。 

d 「好き嫌いしないで食べなさい」と子どもに言いながら、自分が苦手なおかずを残す。 

e 「食事中、よそ見をしない? 」と子どもに言いつつ、スマホをみたり、いじったりする。 

f  「人の悪口は言わない? 」と言いつつ、職場の人の悪口を言ってしまう。 

g 「感謝する心を育てたい」と言いつつ、子どもや夫がやってくれていることに対して「ありが

とう」と返すことを忘れてしまっている。 

 

 

Work③ （Work①に近づくため）「親として心がけたいことは何ですか? 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭教育支援プログラムシート 


